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（以下教室紹介） 
細胞は周囲の細胞外環境から様々な影響を受け、また影響を与えています。当研究室（理研・細

胞外環境研究チーム）では、哺乳類の皮膚の発生・再生過程に着目し、細胞外環境が細胞ごとに最
適化されるしくみと、最適化された細胞外環境が細胞の運命や挙動、ひいては器官の発生や再生を
制御する仕組みを理解することを目指しています。 
 
研究テーマ１：幹細胞-細胞外環境相互作用の分子・細胞基盤の解明と操作 
幹細胞と細胞外環境（ニッチ）との相互作用は組織の発生・恒常性・再生の制御に不可欠です。しかし、

その分子・細胞基盤の理解は十分に進んでいません。当研究室では、細胞外マトリックスを対象に、それら

の皮膚組織内での発現と空間配置情報を網羅的に解析・収載した「Skin ECM Atlas」作成しました 1。Skin 
ECM Atlasから毛包幹細胞の周囲に沈着するマトリックス分子を同定し、それらが毛包幹細胞と周囲の様々
な種類の細胞との相互作用を仲介するインターフェースやニッチとして機能していることを明らかにしま

した 1,2,3,4,5。現在は、これらのマトリックス蛋白質を合成し、試験管内で幹細胞ニッチを再構成する研究や、

発生・再生過程におけるマトリックス分子の動態をリアルタイムで見て操るためのライブイメージングや

操作ツールの開発を進めています。 
 
研究テーマ２：幹細胞とその細胞外環境の発生起源の解明 
組織幹細胞とそのニッチが発生過程でどのように生み出されるのかは、多くの臓器でいまだ未解明の問

題です。我々は最近、１細胞解像度のライブイメージングとトランスクリプトームを組み合わせることで、

毛包幹細胞が従来の定説とは異なる細胞から生まれることを突き止めました 6。毛包のもとになる原基には

異なる特徴と分化運命をもった細胞が同心円状に並び、それが毛包発生とともに皮膚の内部に陥入して筒

状になることが分かりました。毛包幹細胞は、この同心円の端部に由来しました。我々はこの伸縮式の顕微

鏡が伸びるように毛包が発生

するしくみを「テレスコープモ

デル」と名付けました。今後は、

乳腺やトリの羽毛など、毛包以

外の外胚葉性器官でも、同様の

しくみが存在するかを探るこ

とで、様々な器官に共通する器

官形成と幹細胞誘導の普遍的

な原理の解明を目指します。 
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